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第 2 章 英語の「動詞+不変化詞」構文における不変化調の作用
英語の不変化詞 out， awaぁ up などは動詞と結合して句動詞を成すが、動詞が不変化調を伴うと、







ると、一定の規則性がある。 Mclntyre は(2) brush down, clean down, dust down, hose down, rub 
down, (司 play 訂ound， experiment around, joke around, fool around.を挙げるが、小西(1989)による
と、 (2)の down は r(上から下まで)すっかり」を意味し、物体の表面への働きかけを意味する動詞
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第 3 章 英語の動調の選択制限の変化と義務的付加調による意味融合について
英語の目的語は通常、他動詞に選択されるが、自動詞でもその後ろに名詞句を伴う場合(e.g. 1 
laughed my fears away)や、意味的に選択されない目的語が他動調に続くことがある (e.g. Cathy 












(1) Off the shelves with these books! (2) I'm completely worn out. などの文があるが、
Mclntyre(2002)によると、不変化調は動調が含意する結果状態よりも意味に大きな作用を与えると述
べ、 Binnick(1968)は、前置詞は動詞で換言が可能と論じる。本章では(1) は off が LEAVE を、 (2)は
out が EXCEED という動詞的意味を持つことを仮定する。 (1)では off が LEAVE をもたらすため、
動詞の代わりに使われている。本章では省略される目的語の主なタイプと、動詞の意味変化を挙げた。
第 5 章 アスペクト動詞の使役的意味と経験的意味の区別について
動調句の意味は動調単独の意味から導かれるものばかりでなく、動詞に伴う前置詞句により変化す
るものがある。本章ではアスペクト動詞の使役的意味と経験的意味の違いを述べる。
(1) a. She ended her career as the leading scorer in women's Division... 
b. He ended the war on the staff of General Douglas MacArthur. 
(1)はどちらも他動詞 end が目的語を持つが、動調の使役的意味は異なる。 (1a)では、主語の指示対象
の意思により仕事を辞めることを示すが、 (1b)は、同様の統語形式でも、前置詞句が付加すると(1a)
にある使役的意味を失う。 (1a)は Hercareer as the leading scorer in women' s Division was ended … 
に受動化しでも end には使役の意味は残るが、 (1b)を受動化した叩lewar was ended.ーの end には(1b)












総称性を表す(cf. van Oosten (1986), Dixon (1991))が、典型例に加え、形式が決まったイディオム的
な中間構文や、付加調の中の名調句が主語位置に生じる例も中間構文に分類する。そのうち、目的語
が主語に生じる際に必ず前置調句を伴う以下の中間構文がある。
(1) a. 官官seWireless Intercomes plug into any outlet [..]. 
b. VCR Add-On Platform bolts onto arm of any of the platforms [..]. 
(la)は他動調文の例えば、 1plugged A into B.という表現から目的語が主語に生じて中間構文となり、
電気器具の特性がコンセントに接続できることを示す。その場合は方向を示す前置詞句 m加~を必須













(1) 恒ledoor opens easily. (c.f 1 can open 血edoor easily) 
























































第 6 章は中間構文と義務的付加調の関係を論じ、第 7 章は疑似中間構文の主語の特徴を
分析している。いずれも、従来の研究ではまともに扱われてこなかった事実に取り組み、
アフオーダンス理論を援用して、その意義を明らかにしており、中間構文研究に新しい視
野を開いている。
第 8 章は結論であり、前章までを統合し、構文と不変化詞および前置詞句の関係を総括
している。
以上要するに、本論文は、英語の動調句における不変化調と前置詞句の役割を多くの事
例研究から明らかにしており、動調句を中心とする文法研究の今後の一方向を示すととも
に、表面化していない言語情報の解明に貢献し、言語科学および情報科学の発展に寄与す
るところが少なくない。
よって、本論文は、博士(情報科学)の学位論文として合格と認める。
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